2009年度工学院大学「新都市の地域減災セミナー」

第２回セミナー「首都圏の震災想定と対策の現状：（共助・地域連携の重要性を知る）」

（2009年7月22日）課題用紙
お願い：次回の第２回セミナーでは、前提に新宿駅周辺地域を主たる対象として公助である国・都・区、および、ライフライン施設・緊急医療などの大震災時の現状を知り、自助・共助の限界と地域連携による共助の役割等を議論したいと考えています。議論の参考にさせて頂くため、参加者の皆様には首都圏直下地震による震災直後の状況を想定して頂き、可能な範囲で結構ですので、下記の設問にお答えください。ご協力、よろしくお願いいたします。
・お名前（ご所属）：

・平日、最も可能性が高いのは、どこにいて、何をしていますか？（地名・建物名・階数など）

・そのとき東京湾北西部を震源とするM7.3の首都直下地震が発生しました。身の回りや地域で予想される被害状況を説明してください（室内や建物の様子、周辺地域の状況など）。
・もし貴方が無事であった場合、直後から日没までに予想される行動を書いてください。

・もし貴方自身や近くの同僚が負傷した場合（軽症または重症）、どうしますか？　
・周辺地域や帰宅先（家族など）の情報をどのように入手しますか？

・地域（事業者・住民・専門家）の連携により減災に役立つと思うことがあれば、記入してください。
送付先（７月２１日（火）まで）
メール：bcp＿jigyou@sc.kogakuin.ac.jp　　ＦＡＸ：０３－３３４０－０９７８
お問合せ：BCP事務局（担当：阿部　03-3340-1613）
